
プ
レ
ミ
ア
ム
こ
っ
こ
ろ
カ
ン
パ
ニ

ー
の
支
援
に
つ
い
て
。

問 3
産
業
振
興
に
つ
い
て

問 4
高
齢
者
の
交
通
支
援

に
つ
い
て

免
許
を
持
た
な
い
者
の
へ
交
通
費

支
援
つ
い
て
。

答
弁

石
飛
市
長

島
根
県
で
は
、
仕
事
と
子
育
て
の

両
立
が
図
ら
れ
る
職
場
環
境
づ
く
り

に
勤
め
て
い
る
企
業
と
し
て
、
こ
っ

こ
ろ
カ
ン
パ
ニ
ー
企
業
を
認
定
し
て

い
る
。
通
算
３
回
認
定
企
業
を
殿
堂

奨
学
金
制
度
に
つ
い
て
伺
う
。

中
学
卒
業
後
の
進
学
支
援
制
度
は

有
る
の
か
。
返
済
免
除
支
援
を
ど

う
考
え
る
か
。

入
り
と
し
て
プ
レ
ミ
ア
ム
こ
っ
こ
ろ

カ
ン
パ
ニ
ー
と
し
て
知
事
表
彰
を
行

っ
て
い
る
。
企
業
独
自
の
取
組
は
評

価
す
る
が
、
雲
南
市
と
し
て
個
別
支

援
は
難
し
い
。

答
弁

狩
野
健
康
福
祉
部
長

免
許
の
無
い
高
齢
者
・
障
が
い
者

等
の
外
出
支
援
と
し
て
、
バ
ス
・
タ

ク
シ
ー
利
用
助
成
と
し
て
優
待
乗
車

（
券
額
面
３
万
６
千
円
）
が
１
万
８

千
円
で
購
入
で
き
る
。
１
乗
車
当
た

り
利
用
限
度
額
１
，
５
０
０
円
を
令

和
５
年
度
か
ら
２
，
５
０
０
円
に
増

額
し
、
有
効
期
限
も
販
売
後
、
最
大

４
年
間
利
用
可
能
と
し
た
。

雲
南
市
で
の
無
園
児
童
数
と
そ
の

理
由
（
虐
待
・
希
望
施
設
が
無

い
・
お
金
が
な
い
）
は
調
査
し
て

い
る
か
。

保
育
園
・
幼
稚
園
等
へ
の
入
園
に

つ
い
て
伺
う
。
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
家

庭
と
自
営
業
者
の
乳
幼
児
で
は
、

入
園
条
件
に
差
は
あ
る
の
か
。

問 2
子
育
て
支
援
に
つ
い
て
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問 1
地
元
高
校
へ
の
進
学

支
援
に
つ
い
て

市
長
は
、
地
元
高
校
の
魅
力
化
ア

ッ
プ
と
言
っ
て
い
る
が
、
地
元
高

校
へ
の
志
願
者
数
を
見
て
今
後
、

市
と
し
て
で
き
る
対
策
は
何
か
。

答
弁

石
飛
市
長

市
内
中
学
か
ら
市
内
高
校
へ
の
進

学
希
望
者
は
６
０
％
か
ら
６
５
％
に

伸
び
て
い
る
。
本
市
が
、
幼
稚
園
か

ら
高
校
ま
で
取
組
ん
で
い
る
「
夢
」

発
見
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
る
キ
ャ
リ
ア

教
育
の
成
果
と
思
っ
て
い
る
。
さ
ら

に
高
校
の
魅
力
化
を
向
上
し
、
市
内

外
か
ら
選
ん
で
も
ら
え
る
学
校
と
な

る
よ
う
学
校
と
意
見
交
換
し
、
各
学

校
ご
と
の
特
徴
で
あ
る
学
業
・
部
活

双
方
の
分
野
で
魅
力
化
ア
ッ
プ
を
進

め
、
寮
や
下
宿
等
の
充
実
を
検
討
し

て
行
き
た
い
。

答
弁

森
山
産
業
観
光
部
長

多
く
の
福
利
厚
生
制
度
が
網
羅
さ

れ
て
い
る
勤
労
者
共
済
会
事
業
は
、

市
内
企
業
が
こ
れ
を
活
用
す
る
こ
と

は
有
利
と
思
う
。
雲
南
市
も
共
済
会

の
理
事
と
し
て
こ
の
勤
労
者
共
済
会

事
業
を
市
内
企
業
に
広
め
た
い
。

だ
ん
だ
ん
タ
ク
シ
ー
は
町
を
ま
た

げ
な
い
が
、
そ
の
対
応
策
に
つ
い

て
。

市
内
企
業
の
新
た
な
求
人
支
援
策

と
し
て
福
利
厚
生
事
業
の
支
援
に

つ
い
て

答
弁

渡
部
子
供
政
策
局
長

令
和
４
年
４
月
現
在
で
１
８
２
名

で
あ
っ
た
が
順
次
入
園
さ
れ
３
月
時

点
で
７
０
名
。
理
由
は
調
査
し
て
い

な
い
。

答
弁

渡
部
子
供
政
策
局
長

入
園
審
査
は
、
保
護
者
が
申
請
す

る
勤
務
時
間
に
基
づ
き
審
査
し
て
お

り
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
や
自
営
業
者
等

の
職
業
は
関
係
な
い
。
業
種
に
関
係

な
く
、
保
護
者
が
保
育
時
間
が
取
れ

な
い
場
合
、
延
長
保
育
も
利
用
で
き

る
。

奨
学
金
返
済
免
除
制
度
も
考
え
て
い

な
い
。

市
内
中
堅
企
業
と
小
規
模
企
業
の

求
人
支
援
に
つ
い
て
伺
う
。

市
内
中
堅
企
業
と
小
規
模
企
業
の

求
人
支
援
で
の
違
い
は
あ
る
か
。

答
弁

森
山
産
業
観
光
部
長

中
堅
・
小
規
模
企
業
に
隔
た
り
無

く
人
材
確
保
支
援
は
行
っ
て
い
る

が
、
出
来
れ
ば
中
堅
企
業
の
求
人
支

援
は
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
者
を
中
心
に
紹
介

す
る
。
市
内
高
校
生
に
よ
る
市
内
企

業
の
見
学
会
も
実
施
し
て
い
る
。

答
弁

西
村
政
策
企
画
部
長

運
行
エ
リ
ア
の
拡
大
に
つ
い
て

は
、
市
民
か
ら
も
要
望
が
有
る
。
タ

ク
シ
ー
業
へ
の
圧
迫
も
懸
念
さ
れ
る

こ
と
か
ら
慎
重
に
検
討
し
た
い
。

答
弁

西
村
政
策
企
画
部
長

雲
南
市
独
自
で
中
学
校
卒
業
後
の

進
学
支
援
制
度
は
な
い
が
、
現
在
、

加
茂
町
独
自
の
制
度
は
あ
る
。
奨
学

金
制
度
は
、
国
県
等
の
制
度
が
あ
る

の
で
そ
れ
を
活
用
頂
き
た
い
。

市
が
中
学
校
に
配
置
す
る
教
育
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
活
動
時
間
短

縮
が
高
校
と
の
連
携
低
下
に
繋
が

っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

答
弁

景
山
教
育
長

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
活
動
時
間

は
減
ら
し
た
が
、
高
校
と
の
繋
が
る

時
間
は
減
ら
し
て
い
な
い
。
雲
南
市

は
、
「
夢
」
発
見
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ

り
幼
稚
園
・
保
育
園
・
小
学
校
・
中

学
校
、
そ
し
て
高
校
ま
で
一
貫
し
た

キ
ャ
リ
ア
教
育
を
実
施
し
て
い
る
。

そ
の
こ
と
か
ら
実
業
系
は
別
と
し
て

普
通
科
・
総
合
学
科
に
つ
い
て
は
、

市
内
中
学
か
ら
地
元
高
校
へ
進
ん
で

も
ら
い
た
い
気
持
ち
は
強
い
。



私の議員活動について「よしひら通信」でお伝え出

来なかった案件は、ホームページに掲載をしており

ます。また、私の身近な話題は、フェイスブックで

お知らせしていますのでこちらもご覧ください。

市長は、令和 5年度の雲南市政運営における基本的な考えとして、

①人口減少対策の取組

②地域や行政のデジタル化

③令和 3年 7月豪雨災害対策

④木次線の利用促進と木次線を活用した広域観光

⑤価格高騰対策

⑥脱炭素社会実現に向けた取り組み

という 6点を重要視していくという所信表明がありました。

国政では現在の出生率を鑑みて、全国一律で“異次元の少子化対策・子育て支援”を実施しようとして

います。この政策自体は良い政策ではありますが、反面今まで雲南市が行って来た“手厚い子育て支

援”がかすんでしまい、市外からの参入者が減少するのではないか？という懸念もあります。

従って、今回の議会では子育て世帯に地元へと留まっていただく事、市外から来ていただく事への市の

考え方として①地元高校入学志願者減少対策、②幼稚園等への入園条件緩和や奨学金制度、③市内企業

の求人支援についての 3点を質問しました。

更に、今お住まいの高齢者の声として、高齢者の通院等の支援についても質問しましたので、表面の 3

月議会一般質問答弁をご覧ください。
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